
発信日：令和２年（2020年） ２月 ４日（火）

つくば市記者会 御中

■取材依頼 □周知依頼 □募集告知 □その他

発信元：つくば市市民部市民活動課国際交流室

全２枚

つくば市は国際化及び多文化共生社会の促進を目的に、神奈川大学法学部の荻村哲
朗氏を招いて講演会を開催します。
近年増加する自然災害。いざという時に、外国人の皆さんにどのように対応すれば

よいのかを講演とワークショップを通じて学び、災害の切り口から多文化共生社会を
考えます。

日時：令和２年２月８日（土）14:00~16:00（受付13:30～）

場所：つくば市役所 コミュニティ棟１階 会議室１・２

演題：「外国人へのおもてなしーいざというとき、あなたはどうする？ー」

講師：荻村 哲朗 氏
（神奈川大学法学部非常勤講師、明治学院大学国際平和研究所研究員）
政治学、地域政策過程論、国際協力論、ボランティア活動論を担当。
阪神淡路大震災で外国人被災者支援NGOの立ち上げにかかわり、
東日本大震災では「災害と地域社会」をテーマに外国人被災者の
聞き取り調査を実施。その成果を「まち（＝日常）づくり」に活用
している。

参加者：市内在住もしくは在勤・在学の方、50名
（定員に達したため、申込受付は終了）

参加費：無料

内容（予定）：講演：災害について、日本にいる外国人について（30分）
ワークショップ：緊急地震速報発令時のロールプレイ（60分）
講演：地域社会で普段からできることについて（30分）

主催：つくば市
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 （開場：午後１時半）

２月８日土
神奈川大学法学部非常勤講師
明治学院大学国際平和研究所研究員
政治学、地域政策過程論、国際協力論、ボランティア活動論などを担当。 
阪神淡路大震災で外国人被災者支援NGOの立ち上げにかかわり、東日本
大震災では「災害と地域社会」をテーマに外国人被災者の聞き取り調査を
実施。その成果を基にして地域に元々ある問題解決能力を発見、活用する
「まち（＝日常）づくり」のデザインを考察している。

この国際情勢講演会は、（一財）自治体国際化協会（クレア）の
「地域国際化推進アドバイザー派遣制度」を活用して実施しています。

いよいよ迫る東京オリンピック・パラリンピック！ 一方で、近年増加する自然災害。
いざという時に、外国人の皆さんへ、身を守る知識や対処法を伝授できるよう
ワークショップで楽しく学びましょう！ 外国語ができなくても大歓迎！

場　　所  ● つくば市役所 コミュニティ棟１階 会議室１・２
駐　車　場  ● つくば市役所 お客様駐車場を御利用ください。（無料）
定　　員  ● 50名（先着順）
対　　象  ● 市内在住もしくは在学・在勤の方で、日本語での講演が理解できる方
申込方法  ● つくば市ホームページ「いばらき電子申請・届出サービスつくば市」から、
 氏名、住所、電話番号を入力してください。
 URL　http://s-kantan.jp/city-tsukuba-ibaraki-u/ 
主　　催  ● つくば市
問合せ先  ● 市民部市民活動課国際交流室
 電話：029-883-1111　内線5243

スマートフォン用
QRコード


